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新
し
い
議
会
構
成
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
私
は
こ
の
度
、
先
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
議
決
機
関
で
あ
る
議
会

の
長
の
責
任
は
、
重
大
で
あ
り
、
身
の
引
き
し

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
議
会
は
、

町
民
の
皆
様
か
ら
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
町
執
行
部
と
も
連
携
し
、
町
政
発
展
の

た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 議

　
長
に 

伊
奈 

禎
胤
　

副
議
長
に 
山
本 

喜
平

を
選
出

ご
あ
い
さ
つ

議
長 

伊
奈 
禎
胤

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

◎委員長　○副委員長　□委員

□

□

◯

◎

□

□

◯

□

◎

□

□

□

□

◎

□

◯

□

◯

□

□

◎

□

□

和歌山県後期高齢者医療広域連合
議会議員

御坊市日高川町中学校組合
議会議員

御坊市日高川町中学校組合
議会議員

御坊広域行政事務組合
議会議員

御坊日高老人福祉施設事務組合
議会議員

日高広域消防事務組合
議会議員

御坊市日高川町中学校組合
議会議員

御坊市外五ヶ町病院経営事務組合
議会議員

御坊市日高川町中学校組合
議会議員

公営住宅等入居者選考委員会委員（美山）
人権推進会委員

地域包括支援センター運営協議会及び
地域密着型サービス運営委員会委員

監査委員
ふるさと振興公社評議員
社会福祉協議会理事

公営住宅等入居者選考委員会委員（川辺）
国民健康保険事業の運営に関する協議会委員

国民健康保険事業の運営に関する協議会委員

小・中学校再編推進委員会委員

農業振興協議会委員
 

公営住宅等入居者選考委員会委員（中津）

宿泊施設等運営協議会委員
社会福祉協議会評議員

公営住宅等入居者選考委員会委員（川辺）

公営住宅等入居者選考委員会委員（美山）
民生委員推薦会委員
小・中学校再編推進委員会委員

宿泊施設等運営協議会委員
公営住宅等入居者選考委員会委員（中津）
小・中学校再編推進委員会委員

９期目

６期目

５期目

４期目

７期目

３期目

１期目

６期目

４期目

４期目

８期目

11期目

氏

名

議
席
番
号

議

員

歴

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教

産
建
厚
生

広
　
　
報

常任
委員会

特別
委員会

一部事務組合議会 町附属機関等

はら たかふみ

やまもと よしひら

やまもと よしのり

よしもと けん じ

いりぐち まこと

やまもと けい じ

たつ た やすひろ

い　な さだつぐ

ほり たつ お

ほり え さい じ

い  とう みちひと

くまがい しげ み

山本 喜平

堀　 辰雄

入口 　誠

井藤 満人

熊谷 重美

伊奈 禎胤

山本 芳徳

龍田 安廣

山本 啓司

堀江 才二

吉本 賢次

原　 孝文
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第
２
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

こ
ん
な
質
疑
を

　
　行
い
ま
し
た

　５月８日に第２回臨時会が開かれ、正副議長選挙や議会構成の
決定、一部事務組合議員の選挙が行われたほか、専決処分１件を
原案のとおり承認しました。
　５月20日に第３回臨時会が開かれ、工事請負契約の締結２件を
原案のとおり可決しました。
　６月14日から21日まで第２回定例会が開かれ、報告2件、人権
擁護委員の推薦３件、教育委員会委員の任命同意１件、財産区管
理会管理委員の選任同意３件、議決事項３件、条例の一部改正６
件、補正予算４件が提出され、全て原案のとおり同意・可決しま
した。一般質問は、６議員が行い、町執行部の取り組み等を問い
ました。

支
援
す
る
補
助
金
、
当
初

２
世
帯
６
０
０
万
円
を
計

上
し
た
が
実
績
が
な
く
全

額
減
額
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物

件
を
購
入
ま
た
は
賃
借
す

る
39
歳
以
下
の
対
象
者
に

支
援
す
る
補
助
金
、
当
初

10
世
帯
５
０
０
万
円
計
上

し
た
が
、
実
績
が
３
世
帯

だ
っ
た
た
め
減
額
し
た
。

問　

価
格
高
騰
重
点
支

援
地
方
交
付
金
事
業
費

で
、
減
額
し
た
理
由
は
何

か
。答　

住
民
税
均
等
割
非

課
税
世
帯
に
対
し
、
令
和

５
年
６
月
１
日
を
基
準
日

に
し
て
、３
万
円
を
給
付
、

そ
の
後
、
12
月
１
日
を
基

準
日
に
し
て
、
７
万
円
を

給
付
す
る
価
格
高
騰
対
策

給
付
金
。
当
初
、
対
象
者

を
最
大
限
見
込
み
、
３
万

円
を
１
４
５
０
人
分
、
７

万
円
を
１
３
５
０
人
分
の

予
算
で
計
上
し
た
。
実
績

と
し
て
は
、
３
万
円
で
１

２
４
５
人
、
７
万
円
で
１
２

２
９
人
に
給
付
し
た
。
対

●
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
専
決
・
第
10
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
そ
れ
ぞ
れ
７
４
９
８

万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
１

０
億
４
０
９
５
万
３
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
５
年
度
の
決
算
見

込
み
に
基
づ
き
、
予
算
の
調

整
を
行
っ
た
も
の
で
す
。　

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

問　

移
住
交
流
推
進
費

で
１
２
７
０
万
円
減
額
し

て
い
る
理
由
は
な
に
か
。

答　

空
き
家
バ
ン
ク
を

通
じ
て
契
約
成
立
し
た
家

の
改
修
を
支
援
す
る
補
助

金
。
当
初
５
件
４
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

実
績
は
１
件
と
な
っ
た
た

め
減
額
し
た
。

　

東
京
圏
か
ら
の
移
住
者

を
対
象
に
、本
町
に
就
職
、

テ
レ
ワ
ー
ク
、
起
業
し
た

世
帯
を
対
象
に
県
と
町
が

象
者
に
は
、
再
々
通
知
等

行
っ
て
き
た
。

　

肥
料
高
騰
対
象
事
業
補

助
金
の
申
請
が
、
２
０
９

件
で
、
２
２
９
万
２
千
円

の
実
績
と
な
っ
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
５
～
６
年
度　

早
蘇

中
学
校
校
舎
増
築
工
事
）

　

仮
契
約
を
締
結
し
た
の

で
、
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
有

田
郡
湯
浅
町
の
中
平
建
設

（
株
）で
請
負
金
額
３
億
２

２
３
０
万
円
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

指
名
競
争
入
札
に

よ
る
契
約
だ
が
、
指
名
し

た
業
者
数
、
町
内
、
町
外

の
数
、
参
加
業
者
数
、
落

札
率
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。答　

14
業
者
を
指
名
し

た
。
町
内
が
１
業
者
、
郡

内
が
１
業
者
、
県
内
12
業

者
で
、
７
業
者
が
入
札
に

参
加
し
た
。
落
札
率
は
、

設
計
額
に
対
し
、
落
札
率

94
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
と

工事中の早蘇中学校
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な
っ
た
。

問　

資
材
価
格
が
非
常

に
高
騰
し
て
い
る
が
、
設

計
金
額
へ
の
影
響
は
出
て

い
る
の
か
。

答　

公
共
工
事
で
学
校

建
物
の
基
準
価
格
が
、
平

成
19
年
頃
と
比
べ
る
と
約

２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

問　

電
気
設
備
、
機
械

設
備
を
分
離
発
注
し
て
、

町
内
業
者
へ
の
工
事
請
負

は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

電
気
設
備
、
機
械

設
備
に
つ
い
て
は
、
建
築

一
式
の
部
分
が
多
い
の

で
、
建
築
一
式
の
入
札
形

態
で
実
施
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
令
和
５
～
７
年
度　

早
蘇

中
学
校
校
舎
改
修
工
事
）

　

仮
契
約
を
締
結
し
た
の

で
、
町
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
御

坊
市
の
株
式
会
社
谷
口
組

で
請
負
金
額
６
億
９
４
９

２
万
５
千
円
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

指
名
し
た
業
者

数
、
う
ち
町
内
、
町
外
の

数
、
参
加
業
者
数
、
落
札

率
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答　

県
内
14
業
者
を
指

名
。
町
内
が
１
業
者
、
郡

内
１
、
県
内
12
業
者
で
、

７
業
者
が
入
札
に
参
加
し

た
。
設
計
額
に
対
し
落
札

率
は
、
95
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
。

問　

地
元
業
者
に
仕
事

を
し
て
も
ら
う
に
は
、
一

括
発
注
で
な
く
、
分
離
発

注
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

答　

今
回
、
校
舎
一
部

分
の
工
事
の
た
め
、
分
離

発
注
は
で
き
な
か
っ
た
。

他
の
工
事
で
は
、
町
内
業

者
の
入
札
機
会
を
設
け
て

い
る
。

問　

既
設
の
校
舎
の
耐

震
強
度
が
あ
る
の
に
、
改

修
で
耐
震
工
事
が
必
要
と

な
る
の
は
な
ぜ
か
。

答　

既
設
の
校
舎
が
特

殊
な
基
礎
に
な
っ
て
お

り
、
耐
震
基
準
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
調

査
も
含
め
予
算
計
上
し
て

い
る
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
件

(

任
期
３
年)

藤
田
福
代
氏
（
川
原
河
）

野
手
美
佳
氏
（
三
十
木
）

洞
百
合
子
氏
（
老
星
）

の
推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て　

(
任
期
４
年)　

釈
野
恵
修
氏
（
初
湯
川
）

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
矢
田
財
産
区
管
理
会
管

理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
任
期
４
年
）

清
水　

了
氏
（
中
津
川
）

戸
根
康
文
氏
（
千
津
川
）

東  　

 

稔
氏
（
鐘
巻
）

山
﨑
茂
樹
氏
（
土
生
）

近
田
惠
治
氏
（
小
熊
）

清
長
洋
文
氏
（
入
野
）

玉
置　

勲
氏
（
若
野
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
川
上
財
産
区
管
理
会
管

理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
任
期
４
年
）

西
岡　

繁
氏
（
川
原
河
）

朝
間
一
行
氏
（
浅
間
）

今
北
善
美
氏
（
滝
頭
）

鉢
本
永
一
氏
（
上
初
湯
川
）

井
原　

崇
氏
（
愛
川
）

児
玉
邦
秋
氏
（
皆
瀬
）

井
原
常
弘
氏
（
弥
谷
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
寒
川
財
産
区
管
理
会
管

理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
任
期
４
年
）

山
口　

武
氏
（
寒
川
）

谷
村
文
章
氏
（
寒
川
）

下
西
千
秋
氏
（
寒
川
）

堺　

正
博
氏
（
寒
川
）

西　

美
行
氏
（
寒
川
）

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

（
賛
成
全
員
）

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
防
災
行
政
無
線
親
局
中

継
局
再
整
備
工
事
）

　

整
備
年
数
の
経
過
と
共

に
更
新
の
必
要
が
生
じ
た

事
に
よ
り
今
回
、
親
局
と

３
箇
所
の
中
継
局
の
設
備

更
新
を
す
る
も
の
で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、
大

阪
市
の
沖
電
気
工
業（
株
）

関
西
支
社
で
、
契
約
額
は

２
億
２
６
６
０
万
円
で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

今
回
は
随
意
契
約

で
あ
る
が
、
金
額
算
出
等

の
説
明
を
。

答　

防
災
行
政
無
線
と

い
う
関
係
上
、
当
初
か
ら

契
約
を
し
て
い
る
沖
電
気

工
業（
株
）に
し
た
。
設
計

書
を
含
め
た
見
積
書
で
打

合
せ
を
し
て
、決
定
し
た
。

問　

物
価
高
騰
の
影
響

は
出
て
い
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
状
況
な
の
か
。

答　

資
材
の
高
騰
は
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
今

回
の
工
事
請
負
に
変
更
は

な
い
。
今
後
は
十
分
調
査

を
し
て
協
議
を
重
ね
た
い
。

●
工
事
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て

( 

町
道
小
滝
浦
線
道
路
災

害
復
旧
工
事 )

　

法
枠
工
の
施
工
面
積
に

法枠工（町道小滝浦線）

第
２
回
定
例
会
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増
加
が
生
じ
た
た
め
、
請

負
金
額
93
万
７
２
０
０
円

増
額
の
６
３
４
８
万
３
２

０
０
円
で
す
。（賛

成
全
員
）

問　

増
額
理
由
の
説
明

を
。答　

法
面
の
不
安
定
な

部
分
を
現
場
打
ち
法
枠
工

に
変
更
し
た
た
め
で
あ
る
。

●
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

( 

３ 

㌧
積
ロ
ー
ダ
ー
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
購
入)

　

道
路
整
備
作
業
員
が
中

津
地
区
で
使
用
し
て
い
る

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
更
新

で
す
。

　

契
約
の
相
手
方
は
、

（
株
）田
中
モ
ー
タ
ー
ス
で
、

購
入
金
額
７
９
７
万
円

で
す
。

（
賛
成
全
員
）

問　

見
積
も
り
は
何
社

か
ら
取
っ
た
の
か
。
下
取

り
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　

11
社
に
見
積
も
り

を
依
頼
し
た
。
下
取
り
金

額
は
30
万
円
で
あ
る
。

●
日
高
川
町
職
員
の
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

近
年
の
宿
泊
料
高
騰
に

よ
り
、
現
在
規
定
さ
れ
て

い
る
宿
泊
料
で
は
不
足
す

る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い

る
た
め
、
現
実
の
宿
泊
代

と
の
乖
離
を
解
消
す
る
た

め
の
見
直
し
で
す
。

　

県
外
１
万
３
千
円
を
１

万
６
千
円
。
県
内
１
万
１

千
円
を
１
万
３
千
円
。

（
賛
成
全
員
）

問　

宿
泊
料
金
に
つ
い

て
の
県
外
と
県
内
の
違
い

は
何
か
。

答　

本
町
だ
け
で
な

く
、
近
隣
自
治
体
も
こ
の

よ
う
な
形
を
と
っ
て
い

る
。
検
討
を
し
て
い
く
。

●
日
高
川
町
行
政
手
続
に

お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
、
法
別
表
第
２
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

（
賛
成
全
員
）

　
　●

日
高
川
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
住
民
税
関
係
】
定
額
減

税
に
伴
う
変
更

【
固
定
資
産
税
関
係
】
評

価
替
え
に
伴
う
土
地
の
負

担
調
整
措
置
に
つ
い
て
現

行
措
置
を
延
長

【
そ
の
他
】
地
方
税
法
等

の
改
正
に
伴
う
条
項
の
ズ

レ
や
文
言
の
訂
正

（
賛
成
全
員
）

問　

定
額
減
税
に
つ
い

て
事
務
は
ス
ム
ー
ズ
に

い
っ
て
い
る
か
。

答　

減
税
は
６
月
か
ら

で
あ
る
が
、
自
営
業
は
確

定
申
告
の
時
に
、
給
与
所

得
者
は
年
末
調
整
で
確
定

さ
せ
る
等
、
複
雑
な
制
度

と
な
っ
て
い
る
。
町
民
に

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努

め
た
い
。

●
日
高
川
町
過
疎
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
お
い
て
、
課
税

免
除
等
に
係
る
地
方
税
の

減
収
補
て
ん
措
置
が
３
年

間
延
長
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

（
改
正
内
容
）
適
用
期
間

の
延
長　

令
和
６
年
３
月

31
日
か
ら
令
和
９
年
３
月

31
日
に　
　

（
賛
成
全
員
）

●
日
高
川
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

よ
る
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
の
賦
課
限
度
額
の
引

き
上
げ
及
び
資
産
割
の
廃

止
等
を
行
う
も
の
で
す
。

（
賦
課
限
度
額
）
後
期
高

齢
者
支
援
金
分　

22
万
円

か
ら
24
万
円
に
増
額

（
資
産
割
）
医
療
分
4.5
％
・

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

1.5
％
・
介
護
納
付
金
分

1.5
％
が
、
０
％
に
廃
止

（
賛
成
多
数
）

問　

後
期
高
齢
者
支
援

分
の
賦
課
限
度
額
を
引
き

上
げ
た
理
由
は
。

答　

国
の
制
度
で
、
全

国
一
律
に
２
万
円
引
き
上

げ
た
。
後
期
高
齢
者
の
人

数
が
増
え
て
い
る
の
で
、

限
度
額
を
上
げ
て
支
援
分

を
多
く
す
る
た
め
だ
。

●
日
高
川
町
学
校
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

新
設
中
学
校
の
学
校
名

を｢

央
和
中
学
校｣

に
決

定
し
、
開
校
を
令
和
８
年

４
月
に
変
更
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

補
正
額
１
億
５
８
６
１

万
９
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ　

98
億
８
６
１
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
４
月
の
人

事
異
動
及
び
昇
級
に
よ
る

人
件
費
調
整
や
国
の
定
額

減
税
の
導
入
に
伴
う
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
旧
髙
津
尾
小
学
校

解
体
工
事　

１
億
１
２
０

０
万
円
、
新
ス
マ
ー
ト
物

流
実
装
事
業
２
千
万
円
、

過
疎
対
策
道
路
改
良
費
３

３
４
０
万
３
千
円
、
宿
泊

施
設
等
指
定
管
理
委
託
料

（
赤
字
補
て
ん
分
）
１
５

０
３
万
１
千
円
、
日
本
語

指
導
業
務
２
５
５
万
２
千
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円
な
ど
で
す
。（賛

成
全
員
）

問　

新
ス
マ
ー
ト
物
流

実
装
事
業
２
０
０
０
万
円

の
具
体
的
使
途
と
補
助
の

範
囲
は
。

答　

既
存
の
配
送
事
業

に
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
追

加
す
る
の
に
６
０
０
万
円
、

災
害
時
用
の
ド
ロ
ー
ン

ル
ー
ト
の
開
拓
に
１
４
０

０
万
円
で
積
算
し
て
い
る
。

　

現
行
の
運
用
に
補
助
す

る
の
で
は
な
く
、
平
時
の

デ
モ
フ
ラ
イ
ト
等
を
通
じ

習
熟
、座
標
取
得
を
図
り
、

災
害
時
用
の
新
規
ル
ー
ト

開
拓
を
行
う
も
の
だ
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
宿

泊
施
設
等
の
客
足
が
戻
っ

て
来
て
い
る
感
じ
が
す
る

が
１
５
０
３
万
１
千
円
の

赤
字
補
て
ん
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
の
考
え
を
問

う
。答　

食
材
の
高
騰
や
人

件
費
増
に
よ
る
事
業
管
理

費
の
増
加
に
対
し
て
宿
泊

休
館
を
は
じ
め
と
し
た
経

費
削
減
努
力
を
行
っ
た
が

最
終
的
に
約
３
０
０
０
万

円
の
赤
字
と
な
っ
た
た

め
、
そ
の
二
分
の
一
を
補

填
し
た
い
と
い
う
提
案
で

あ
る
。

　

さ
ら
な
る
経
費
削
減
に

努
め
る
な
か
で
町
民
の
利

便
性
の
維
持
に
努
め
、
黒

字
化
を
め
ざ
し
、
喜
ん
で

も
ら
え
る
施
設
に
し
て
い

き
た
い
。

問　

旧
髙
津
尾
小
学
校

校
舎
の
解
体
工
事
に
関
し

て
空
き
家
対
策
関
係
の
国

庫
補
助
が
充
て
ら
れ
て
い

る
が
可
能
と
な
っ
た
の
か
。

答　

全
国
的
な
問
題
の

中
で
、
従
来
の
公
共
施
設

解
体
と
の
位
置
付
け
か

ら
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
空
き
家
解
体
の
部
分

で
国
庫
補
助
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

問　

髙
津
尾
小
学
校
の

解
体
に
関
連
し
て
、
地
主

と
の
話
と
管
理
の
問
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

解
体
後
旧
船
着
中

体
育
館
と
学
童
施
設
の
周

り
は
更
地
と
な
る
。

　

町
と
し
て
は
活
用
が
な

い
も
の
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
返
し
て
行
く
と
い
う

こ
と
は
重
々
認
識
し
て
い

る
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
支
所
と
相
談
し
考
え

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
課
題
で
あ
る
。

　

周
辺
は
当
然
町
で
草
刈
り

等
々
対
応
す
べ
き
こ
と
だ
。

問　

日
本
語
指
導
業
務

と
し
て
の
予
算
計
上
に
つ

い
て
、
タ
イ
国
籍
の
帰
国

子
女
を
対
象
と
し
て
全
額

町
費
計
上
し
て
い
る
が
、

国
や
県
の
補
助
は
な
い
の

か
。答　

既
に
県
か
ら
今
年

度
限
定
で
日
本
語
指
導
、

僻
地
等
指
定
の
枠
で
県
費

講
師
１
名
を
配
置
し
て
い

る
。

　

た
だ
児
童
２
名
は
日
本

語
を
全
く
話
せ
な
い
た
め

町
費
で
県
講
師
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
か
ら
配
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

１
８
９
万
４
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
14
億
１
６
２

２
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

主
な
内
容
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
の
一
体
化
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
改
修
２
１
３
万

４
千
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。　
　

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
健
康
保
険
証

紐
付
け
の
状
況
と
紙
の
保

険
証
の
猶
予
期
間
に
つ
い

て
、
更
に
は
資
格
確
認
書

の
発
行
に
つ
い
て
説
明

を
。答　

マ
イ
ナ
保
険
証
へ

の
紐
付
け
に
つ
い
て
は
今

年
３
月
時
点
で
70
パ
ー
セ

ン
ト
程
度
で
、
利
用
率
は

３
パ
ー
セ
ン
ト
と
聞
い
て

い
る
。
各
世
帯
に
送
付
さ

れ
て
い
る
紙
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
令
和
７
年
12

月
１
日
に
延
長
さ
れ
て
お

り
、
令
和
７
年
12
月
２
日

以
降
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

保
有
し
な
い
場
合
、
申
請

な
し
で
資
格
確
認
書
が
交

付
さ
れ
る
。

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
国
民
健
康
保
険
事
業
寒

川
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
60
万
６
千
円
を
減
額
し
、

補
正
後
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
６
０
３
６
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
で

す
。　
　
　

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
令
和
６
年
度　

日
高
川

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
39
万
９
千
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

物流専用ドローン
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(

注)

　議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
。

専決処分

専決処分の承認を求める件について
（令和５年度 日高川町一般会計補正予算（第 10号））

その他

工事請負契約の締結について（令和５～６年度 早蘇中学校校舎 増築工事）

工事請負契約の締結について（令和５～７年度 早蘇中学校校舎 改修工事）

人事

人権擁護委員の推薦につき意見を求める件について

人権擁護委員の推薦につき意見を求める件について

人権擁護委員の推薦につき意見を求める件について

教育委員会委員の任命について

矢田財産区管理会管理委員の選任について

川上財産区管理会管理委員の選任について

寒川財産区管理会管理委員の選任について

その他

工事請負契約の締結について
（令和６年度 緊急防災・減災事業 日高川町防災行政無線親局中継局再整備工事）

工事請負契約の変更について
（令和５年度　国災　第３９２－１１号町道小滝浦線道路災害復旧工事）

動産の取得について（３ｔ積ローダーダンプトラック購入）

条例の一部改正

日高川町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

日高川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条
例の一部を改正する条例について

日高川町税条例の一部を改正する条例について

日高川町過疎地域における固定資産税の特別措置に関する条例の一部を
改正する条例について

日高川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

日高川町学校設置条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について

補正予算

令和６年度 日高川町一般会計補正予算（第１号）

令和６年度 日高川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計補正予算
（第１号）

令和６年度 日高川町水道事業会計補正予算（第１号）




